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1．序論 

東日本大震災において，古くからその地に鎮座してい

る神社の多くが未曾有の津波被害を免れている 1)．服

部らは洪水常襲地における神社の立地特性の考察を通

して，神社が集落を洪水から守るような位置に設けら

れている可能性を指摘している 2)．このように神社と

自然災害の関係の研究はなされており 2) 3)，高田ら

は，「ある土地において信仰上の重要な役割を持つ神

社は，自然災害発生時においても安全性を担保しうる

立地特性を有している」4)という仮説を提案してい

る．しかし，未だこの仮説の検証はされていない． 

 IPCC において，災害リスクは hazard(災害外力)・

exposure(曝露)・vulnerability(脆弱性)の相乗効果によっ

てもたらされる被害の可能性と定義されている 5)．こ

こで，exposure は土地の浸水しやすさを表し，立地特

性の安全性に相当する．例えば，梅村ら(2004)は，脆弱

性評価方法を気候的要因，水文地形的要因，社会経済

的要因の三つの要因に分けて，氾濫解析を用いて

exposureを評価する方法を構築している 6)． 

 そこで本研究は，カスリーン台風，アイオン台風．

昭和 61年台風 10号による洪水が発生してきた名取川

を対象に，氾濫モデルを用いた exposureを定量的に評

価し，高田(2016)の仮説を証明することを目的とした． 

2．対象領域 

 図 1は名取川流域と津波，洪水の氾濫域を重ねた

場合の氾濫域内の神社を示す．この対象流域の神社

において，水害の分類と現地調査を行った．その方

法として，まず，昭和61年8月台風 10号の浸水域と

東日本大震災による津波浸水域と重ねる．次に，水害

を洪水の部分，洪水と津波の重なる部分，津波のみの

部分に分類する．最後に神社の周辺地盤高との差をメ

ジャーを用いて測定する．表 1は，現地調査結果であ

る．括弧内は浸水域の分類を示し，洪水と津波をそれ

ぞれ洪，津と表している． 

3．洪水氾濫解析 

(1)RRIモデル 

RRIモデルは，降雨を入力データとして河川流出から

洪水氾濫までを一体的に解析するモデルである．対象

とする流域を河道と斜面に分けて取り扱う．河道はグ

リッドセルの中央を流れる1次元河道として表現し， 

上下流における接続関係と幅・深さ・堤防高(3m)の情 

 

図1．名取川流域と津波及び洪水浸水域と神社の抽出 

表1現地調査結果(一部) 

神社名 周辺の地盤

高との差

(m) 

神社名 周辺の

地盤高

との差

(m) 

日吉(洪と津) 0.03 吉窪(津) 0 

榴岡天満宮

(洪) 

0.28 五柱(津) 0.03 

加賀皇大(洪

と津) 

0.07 七郷(洪) 0.05 

稲船神社(洪) 0.26 田村神社

(洪) 

0.08 

報を持つ．降雨は斜面のみに入力し，河道・斜面でそ

れぞれ水の挙動を追跡した後に，設定した時間刻みで

河道と斜面との水のやり取りを計算する． 

(2)RRIモデルによる洪水解析結果と検証 

 RRIモデルによる昭和 61年 8月台風 10号の大洪水

による氾濫域の浸水深を算出した．本研究は，空間解

像度 100m で計算し，検証を流量と氾濫域において行

った．図 2に名取川流域の氾濫域の検証を示した．観

測地点を名取橋とした流量の検証した際，氾濫域の検

証においては，宮城県の公式ホームページの浸水実績

図を用いた７）．氾濫域精度は，概ね良好な範囲なとこ

Key words：名取川，洪水氾濫，確率降雨強度，RRIモデル，神社空間，exposure 

〒980-8579 仙台市青葉区荒巻字青葉6-6-06 東北大学大学院工学研究科土木工学専攻 

II-18 土木学会東北支部技術研究発表会（平成30年度）



 

ろもあれば，浸水すべき範囲が浸水していない範囲と

解析結果で表れている範囲があった．流量の検証に関

しては，NSEが0.69と0.7以下であることや流量のピ

ークが変動している箇所があり，より精度の向上の必

要性が見受けられた． 

4．確率降雨強度 

 名取川 11観測所の 1976年から 2000年の 25年分の

最大 1時間と 1日降雨量を抽出する．空間分布はティ

ーセン法を用いた．その後．一般化極値分布(Gev分布：

Generalized Extreme Value 分布)と確率強度式のフェア

式(1)を用いて，各再現期間の確率降雨強度を求めた． 

  𝑟𝑡
𝑇 =

𝑏𝑇𝑚

(𝑡+𝑎)𝑛                                (1) 

ここで𝑟𝑡
𝑇は確率年Tのｔ継続時間確率降雨量[mm/時]，Ｔ

は確率年[年]，ｔは継続年[時]，a，b，m，nはフェア式パ

ラメータである． 

5．神社空間の洪水脆弱性分析による立地優位性の検証 

再現期間10，30，50，70，100年の確率降雨をRRIモ

デルに入力し，各神社の確率浸水深と確率年の回帰式を

求めた．ここで，回帰式の切片は概念的には確率年0年

のとき確率浸水深であることにより，各神社空間の洪水

脆弱性を示していると考えられる．高田(2016)の仮説に

基づけば，「洪水脆弱性の低い神社空間の地盤高は周辺

空間の地盤高と差はなく，洪水脆弱性の高い神社空間の

地盤高は周辺空間の地盤高より高くすることで周辺空間

より立地優位性を有する」ことが推察される．そこで，

回帰式の切片の低い順位(洪水脆弱性の低い順位)と，神

社空間と周辺空間の地盤高の差が小さい順位(立地優位性

の低い順位)の比較を図3に示す．榴岡および加賀皇大以

外の神社空間にて両者に線形関係が確認できた． 

6．まとめ 

 しかし，各神社空間の洪水脆弱性と神社空間と周辺空

間の地盤高の差を比較することによって，「洪水脆弱性

の高い神社空間の地盤高は周辺空間の地盤高をより高く

することで周辺空間より立地優位性を有する」ことを示

し，高田(2016)の仮説を支持する結果が得られた．しか

し，本研究において，氾濫解析の精度が良好でないた

め，各神社空間の立地特性の安全性を定量的に示すこと

は出来なかった． 
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図2．

名取川流域の氾濫域の検証 

 

図3．地盤と切片の関係 
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